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はじめに

この『Sun Fire™ 15K ソフトウェアの概要』では、Sun Fire 15K サーバーシステムで
実行されるソフトウェアの概要について説明します。ここでは、このソフトウェアの

使用に関する詳しい情報がどの関連マニュアルに記載されているかを示します。ま

た、経験豊富な Sun Enterprise™ 10000 (Starfire™) のシステム管理者向けに、これら 
2 つのサーバーシステムで実行されるソフトウェア間の主な違いについても概説しま
す。

前提条件
このマニュアルは、概要について説明するマニュアルで、特別な前提条件はありませ

ん。

マニュアルの構成
第 1 章では、Sun Fire 15K サーバーで実行されるソフトウェアの概要を説明します。

第 2 章では、Sun Fire 15K ソフトウェアマニュアルセットを構成する各マニュアルお
よび Sun Fire 15K サーバーで実行されるソフトウェアについて説明する他の Sun™ の
マニュアルについて説明します。

第 3 章では、Sun Fire 15K サーバーのソフトウェアと、Sun Enterprise 10000 サー
バーの対応するソフトウェアの間の主な違いについて説明します。
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第 4 章では、Solaris™ オペレーティング環境を Sun Fire 15K サーバーに使用する場合
の概要を説明します。

第 5 章では、System Management Services (SMS) ソフトウェアの概要を説明します。

第 6 章では、動的再構成 (DR) ソフトウェアの概要を説明します。

第 7 章では、Sun Fire 15K サーバーで実行される Sun™ Management Center ソフト
ウェアの概要を説明します。

UNIX コマンドの使い方
このマニュアルでは、システムの停止、システムの起動、デバイスの構成などの基本

的な UNIX® コマンドとその実行手順については説明していません。

これらの情報については、次のいずれかを参照してください。

� Sun 周辺機器 使用の手引き

� Solaris™ ソフトウェア環境に関する AnswerBook2™ オンラインマニュアル

� ご使用のシステムに付属のその他のソフトウェアマニュアル
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書体と記号について
このマニュアルで使用している書体と記号について説明します。

表 P-1 このマニュアルで使用している書体と記号 

書体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレ

クトリ名、画面上のコンピュータ

出力、コード例。

.login ファイルを編集します。
ls -a を実行します。
% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面

上のコンピュータ出力と区別して

表します。

マシン名% su

Password:

AaBbCc123

またはゴシック

コマンド行の可変部分。実際の名

前や値と置き換えてください。

rm filename と入力します。
rm ファイル名 と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、

強調する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照。
この操作ができるのは「スーパー

ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキス

トがページ行幅をこえる場合に、

継続を示します。

% grep ‘^#define \

　 XV_VERSION_STRING’
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シェルプロンプトについて
シェルプロンプトの例を以下に示します。

表 P-2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIX の C シェル マシン名%

UNIX の Bourne シェルと Korn シェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #
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関連マニュアル

このほか、SM と DR のエラーメッセージについては、オンラインヘルプシステムに
説明があります (オンラインヘルプの使い方は、上記の各ユーザーマニュアルに記載
があます)。

表 P-3 関連マニュアル

用途 タイトル

使用法 『System Management Services (SMS) 
管理者マニュアル』

リファレンス 『System Management Services (SMS) 
リファレンスマニュアル』

インストール、問題、制

限事項、およびバグ

『System Management Services (SMS) 
インストールマニュアルおよびご使用の

手引き』

使用法 『System Management Services (SMS) 
Dynamic Reconfiguration ユーザーマ
ニュアル』

使用法 『Sun Fire 15K Dynamic 
Reconfiguration ユーザーマニュアル』

使用法 『Sun Management Center ソフトウェ
アユーザーマニュアル』

使用法 『Sun Management Center Sun Fire 15K 
システムのための追補マニュアル』

インストール 『Sun Management Center ソフトウェ
アインストールガイド』

問題、制限事項、および

バグ

『Sun Management Center Sun Fire 15K 
システムご使用にあたって』

問題、制限事項、および

バグ

『Sun Management Center ソフトウェ
アご使用にあたって』

インストールと構成 『Sun Fire 15K システムサイト計画の手
引き』
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第 1 章

Sun Fire 15K サーバーソフトウェア
の概要

Sun Fire 15K サーバーシステムは、次世代の Sun Fire サーバーファミリに含まれる製
品です。Sun Fire 15K ソフトウェアは、Solaris 8 オペレーティング環境で実行しま
す。

Sun Fire 15K システムは、通常、プラットフォームと呼ばれます。プラットフォーム
内のシステムボードは論理的にグループ化して、動的システムドメイン (または単に
ドメイン) と呼ばれる、独立して起動可能なシステムにできます。1 つのプラット
フォームに最大  18 のドメインを同時に存在させることができます。System 
Management Services (SMS) ソフトウェアを使用すると、プラットフォームとともに
ドメインの制御、監視も可能です。 

Sun Fire 15K の システムコントローラ (SC) は、Sun Fire システムの操作と制御に必
要な重要なサービスと資源を提供する多機能プリント回路基板 (PCB) です。SMS ソフ
トウェアパッケージはこの SC にインストールされます。

SMS コマンドを使用して、SC および Sun Fire 15K 上のドメインと対話できます。
SMS には、SMS が持つ各種の機能へのコマンド行インタフェース (CLI) があります。
SMS ソフトウェアの詳細は、第 5 章を参照してください。

SMS の多くのコマンドは、Sun Management Center ソフトウェアが提供する代替グ
ラフィカルユーザーインタフェース (GUI) を通して使用することができます。Sun 
Management Center ソフトウェアの詳細は、第 7 章を参照してください。

動的再構成 (DR) ソフトウェアを使用すると、ドメインがマルチユーザーモードで動
作している間、ドメインを動的に再構成して、現在取り付けられているシステムボー

ドをオペレーティングシステムに論理的に接続したり、そこから切り離したりするこ
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とができます。システムボードは、システムがマルチユーザーモードで動作していて

も、ドメインに接続されていなければ、物理的に交換することができます。動的再構

成ソフトウェアの詳細は、第 6 章を参照してください。
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第 2 章

Sun Fire 15K サーバーソフトウェア
のマニュアルセット

Sun Fire 15K サーバーソフトウェアのマニュアルは、次の 3 つのカテゴリのマニュア
ルから構成されます。

� Sun Fire 15K サーバーシステムでのみ実行されるソフトウェアの使用法、リファレ
ンス、インストール、および制限事項に関するマニュアル。このカテゴリには、

System Management Services (SMS) ソフトウェアマニュアルが含まれます。
� Sun Fire 15K サーバーシステムだけでなく、他のサーバーおよびワークステーショ
ンにも適用される Sun ソフトウェアマニュアル。このカテゴリには、個々のマニュ
アルページコマンドとともに、Solaris オペレーティング環境の使用法、リファレン
ス、インストールおよび制限事項に関するマニュアルが含まれます。

� Sun ハードウェアプラットフォームで実行されるが、Sun Fire 15K サーバーシステ
ムで実行する場合は追加の情報と手順を必要とする Sun ソフトウェア製品のマニュ
アル。このカテゴリには、System Management Center ソフトウェアマニュアルが
含まれます。

さらにいくつかのハードウェアおよびサービスマニュアルが、Sun Fire 15K ハード
ウェアに付属しています。たとえば『Sun Fire 15K システムサイト計画の手引き』は
これらのマニュアルの 1 つで、管理ネットワークソフトウェアによって使用されるイ
ンターネットプロトコル (IP) アドレスの範囲を割り当てるために必要な手順などを含
む、インストール前チェックリストが記載されています。

このマニュアルと一般的な Solaris オペレーティング環境のマニュアルを除く、上記の
マニュアルすべてのタイトルとパーツ番号については、ix ページの「関連マニュアル」 
を参照してください。

新しい機能について説明するマニュアルの説明を含め、Sun Fire 15K サーバーソフト
ウェアと Sun Enterprise 10000 ソフトウェアの主な違いについては、第 3 章を参照し
てください。
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このマニュアルセットの対象読者
Sun Fire 15K サーバーシステムは、ミッションクリティカルなデータセンターで使用
されます。Sun Fire 15K ソフトウェアマニュアルセットの対象読者は、これらのハイ
エンドサーバーを構成、維持管理する経験豊富なシステム管理者です。

Sun Fire 15K のシステム管理者は、Sun 認定 Solaris オペレーティング環境システム管
理者認定資格 (SCSA)、および Sun 認定 Solaris オペレーティング環境ネットワーク管
理者認定資格 (SCNA) を取得している必要があります。SCSA は、Solaris オペレー
ティング環境での重要なシステム管理を任されているシステム管理者および Solaris オ
ペレーティング環境で動くネットワーク・サーバーの管理を任されている技術アプリ

ケーション・サポートスタッフ、SCNA は、Solaris ネットワーク環境 (LAN、Solaris 
オペレーティング環境含む) で Sun のシステムを管理している、あるいはこれから管
理を担当する方を対象にしており、試験合格後 Sun Microsystems から付与されま
す。

Sun Microsystems では、認定資格取得プロセスについて理解していただくための 
Web サイトをご用意しています。このサイトには、SCSA/SCNA 認定資格試験の準
備と受験お申込に必要な情報が記載されています。

� 認定資格の概要

� 関連コースウェア

� 主な出題範囲

� 例題

� お申込方法

� 認定証

認定資格の詳細は、次の URL をご覧ください。

http://suned.sun.co.jp/JPN/certification/

Sun Fire 15K システム管理者は認定資格取得に向けて、Solaris オペレーティング環境
の管理およびネットワーク管理についての知識・理解を深めておくことが必要です。

認定試験受験準備には、サン・エデュケーション・サービスで提供しているトレーニ

ングコース受講が最適です。特に、以下のコースを推奨しています：

� Sun 認定 Solaris オペレーティング環境システム管理者認定資格 (正式名称: Sun 
Certified System Administrator for Solaris、略称: SCSA) 推奨コース

� UNIX (Solaris) 入門
� Solaris システム管理基礎 I
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� Solaris システム管理基礎 II
� Solaris システム管理
� NIS for Solaris
� NIS+ for Solaris

� Sun 認定 Solaris オペレーティング環境ネットワーク管理者認定資格 (正式名称: 
Sun Certified Network Administrator for Solaris、略称: SCNA) 推奨コース

� TCP/IP ネットワーキング
� Solaris ネットワーク管理 I

上記のコースとその内容に関する詳細は、次の Web サイトの該当コースをご参照く
ださい：

http://suned.sun.co.jp/JPN/catalog/solaris.html

一部のシステム管理手順は、Solaris オペレーティング環境にも Sun Fire 15K サーバー
にもあまり詳しくないオペレータに任されるため、インストールや構成などの操作手

順の説明は順を追って簡潔に記述しています。オペレータが実行する必要があるアク

ションごとに 1 つの手順を説明し、手順の実行後にオペレータが目にするメッセージ
の例を豊富に示しています。

Sun Fire 15K ソフトウェアに関する情報
の記載場所
Sun Fire 15K サーバーソフトウェアのマニュアルには、ユーザーマニュアル、リファ
レンスマニュアル (man コマンドを使用して個別に表示できる個々のマニュアルペー
ジを含む)、インストールガイド、リリースノート、および README ファイルが含ま
れます。個々のマニュアルページや README ファイルを除いて、これらのマニュア
ルは、すべてのソフトウェアリリースの製品 CD-ROM に PDF 形式のファイルとして
収録されています。

製品版ソフトウェアリリースの場合、Sun Microsystems の Web サイトでこれらのソ
フトウェアマニュアルを PDF および HTML の両方の形式で入手することもできま
す。次の Web ページの「High-End Servers (ハイエンドサーバー)」リンクをクリック
すると、これらのマニュアルが表示されます。

http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs/Servers/
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Sun Fire 15K サーバーソフトウェアを実行する前に読んでおく必要があるインストー
ルガイドやリリースノートなどの特定マニュアルの印刷版は、該当する Solaris オペ
レーティング環境のメディアキットにも同梱されています。

Solaris オペレーティング環境に関する情
報
Solaris オペレーティング環境をいずれかの Sun Fire 15K ドメインにインストールする
か、またはアップグレードする場合は、使用している Solaris オペレーティング環境の
メディアキットに同梱されている Solaris オペレーティング環境のインストールマニュ
アルとリリースノート (ご使用にあたって) をお読みください。

SMS ソフトウェアに関する情報
プラットフォーム管理情報については、『System Management Services (SMS) 管理者
マニュアル』をお読みください。

各 SMS コマンドの使用法と構文については、『System Management Services (SMS) 
リファレンスマニュアル』と、このマニュアルに記載されている各 SMS マニュアル
ページを参照してください。

メインまたはスペアシステムコントローラで SMS ソフトウェアをアップグレードまた
は再インストールする場合は、『System Management Services インストールマニュア
ルおよびご使用手引き』をお読みください。
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動的再構成 (DR) ソフトウェアに関する
情報
プラットフォーム管理者としてシステムコントローラから DR 操作を実行する方法に
ついては、『System Management Services (SMS) Dynamic Reconfiguration ユーザー
マニュアル』を参照してください。

個々のドメインにログオンしているときに実行される DR 操作の使用法と構文につい
ては、『Sun Fire 15K Dynamic Reconfiguration ユーザーマニュアル』と、
cfgadm(1M) および dr(7) のマニュアルページを参照してください。

Sun Management Center 環境で DR などのシステム管理操作を実行する方法について
は、『Sun Management Center Sun Fire 15K システムのための追補マニュアル』を参
照してください。

Sun Management Center ソフトウェアに
関する情報
Sun Fire 15K サーバーで Sun Management Center を使用する方法については、『Sun 
Management Center ソフトウェアユーザーマニュアル』と『Sun Management Center 
Sun Fire 15K システムのための追補マニュアル』を参照してください。

Sun Fire 15K サーバーで Sun Management Center ソフトウェアをインストール、アッ
プグレード、または設定する方法については、『Sun Management Center ソフトウェ
アインストールガイド』、『Sun Management Center Sun Fire 15K システムのための
追補マニュアル』,『Sun Management Center ソフトウェアご使用にあたって』、お
よび『Sun Management Center Sun Fire 15K システムご使用にあたって』を参照して
ください。

Sun Management Center 環境で DR などのシステム管理操作を実行する方法について
は、『Sun Management Center Sun Fire 15K システムのための追補マニュアル』を参
照してください。
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Sun Management Center およびそれがサポートする他のプラットフォームの詳細、ま
たはソフトウェアやマニュアルをダウンロードする方法については、次の Sun 
Management Center Web サイトを参照してください。

http://www.sun.co.jp/sunmanagementcenter/ (日本語)

http://www.sun.com/sunmanagementcenter/ (英語)



9

第 3 章

Sun Fire 15K ソフトウェアと Sun 
Enterprise 10000 ソフトウェアの相
違点

Sun Fire 15K システム管理者の多くは、Sun Enterprise 10000 (Starfire™) サーバーで
かなりの業務経験を積んでこられた方々です。この章では、これらの 2 種類のサー
バーにおけるソフトウェアの主な違いについて簡単に説明します。

Sun Enterprise 10000 サーバーシステムは、Sun Fire 15K サーバーシステムの前身であ
り、これら 2 つのシステムは多くの構造上の特徴を共有しています。最も重要なの
は、どちらのシステムも単一シャーシプラットフォームを特徴としている点です。同

じ物理シャーシ内に十分なプロセッサ、メモリー、および入出力 (I/O) チャネルが搭
載されており、個別に構成された多数のドメインが、完全に独立したアプリケーショ

ンをそれぞれの Solaris オペレーティング環境 (ドメインごとのインスタンス) で実行
できるようになっています。

Sun Enterprise 10000 サーバーおよび Sun Fire 15K サーバーシステムでは、ソフト
ウェアがプラットフォーム全体を監視し、制御できるようにしています。

� Sun Enterprise 10000 サーバープラットフォームソフトウェアは、System Service 
Processor (SSP) ソフトウェアと呼ばれています。SSP ソフトウェアは、物理的に独
立した Sun ワークステーション上の Solaris オペレーティング環境で実行されま
す。

� Sun Fire 15K サーバープラットフォームソフトウェアは、System Management 
Services ソフトウェアと呼ばれ、システムコントローラ (SC) と呼ばれる単一ボー
ドコンピュータで実行されます。通常、2 つ目のシステムコントローラもその
シャーシ内に構成されるため、メイン SC で問題が発生した場合は、スペア SC に
プラットフォームの監視および管理操作をフェイルオーバーできます。
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System Management Services ソフト
ウェア
SSP ソフトウェアに習熟したシステム管理者の方であれば、SMS ソフトウェアをほぼ
問題なく使用できます。どちらもよく似たコマンド行インタフェース (CLI) コマンド
を使用してプラットフォーム管理を実行します。SMS ソフトウェアは、SSP ソフト
ウェアに比べていくつか優れた点があります。

� SMS ソフトウェアは、SSP ソフトウェアよりも柔軟性がある 
� SMS ソフトウェアは、SSP ソフトウェアよりも安全である 
� SMS ソフトウェアは、プラットフォーム管理のすべてに対応している 

SSP ソフトウェアと異なり、SMS には SSP の hostview(1M) グラフィカルユーザー
インタフェース (GUI) に相当するものはありません。Sun Fire 15K サーバーの監視と
管理を GUI で実行するには、Sun Management Center ソフトウェアを使用してくだ
さい。Sun Management Center ソフトウェアの詳細は、第 7 章を参照してください。

Sun Fire 15K システムコントローラは、Sun Fire 15K サーバーのシャーシ内に収容さ
れているため、SSP の制御ボードに相当するものはありません。制御ボードの代わり
に、管理ネットワークハードウェアとソフトウェアが、SC と個々のドメインとの通信
を制御します。Sun Fire 15K 管理ネットワークは閉じたネットワークであり、ユー
ザーがこれに介入することはありません。ユーザーが関与する必要はありませんが、 
Sun Fire 15K サーバーを稼働するにあたっては、最初に管理ネットワークが使用でき
る IP アドレスの範囲を設定しておく必要があります。この手順を含むチェックリスト
については、Sun Fire 15K サーバーに付属の『Sun Fire 15K システムサイト計画の手
引き』を参照してください。 

Sun Fire 15K サーバーは、サイズが大きくなりパフォーマンスが向上したことに加
え、より大きな帯域幅のセンタープレーン/バスアーキテクチャーである Sun™ 
Fireplane interconnect を特徴とする新しいシステムアーキテクチャーを採用していま
す。このため、デバイスと接続点を指定する命名法は、Sun Enterprise 10000 サー
バーの場合と異なります。この命名法の変更は、動的再構成と Sun Management 
Center の操作方法にも影響します。
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Sun Fire 15K サーバーは、ドメイン間のセキュリティーを向上させるために、コミュ
ニティー分離モデルを採用しています。このセキュリティーモデルは、Sun 
Enterprise 10000 サーバーで採用されているものとは異なります。コミュニティー分
離の詳細は、『System Management Services (SMS) 管理者マニュアル』を参照してく
ださい。

Solaris ドメインの管理
Sun Fire 15K サーバードメインとシステムコントローラでは、他の Sun ハードウェア
プラットフォームと同じ Solaris オペレーティング環境を運用します。このように共通
の環境を使うことは、既存の Sun ネットワークに Sun Fire 15K サーバーを追加する
ユーザーや、ワークステーションや他のサーバーで Solaris オペレーティング環境をす
でに利用しているシステム管理者にとって好都合です。

Solaris ソフトウェアリリースには、ドメイン側の動的再構成および管理ネットワーク
ソフトウェアコンポーネントなど、Sun Fire 15K ソフトウェアコマンド、ドライバ、
およびサポートファイルが含まれています。

Solaris オペレーティング環境のインストールマニュアルは改訂され、Sun Fire 15K 
サーバーや Sun Enterprise 10000 サーバーなどの複数のドメインをサポートするプ
ラットフォームにも対応するようになりました。したがって、『ハードウェアマニュ

アル』に記載の Sun Enterprise 10000 サーバーに関する個々のインストール手順は現
在、Solaris のインストールマニュアルと『System Management Services (SMS) 管理
者マニュアル』に記載されています。

動的再構成ソフトウェア
動的再構成ソフトウェアを使用すると、システムボードやプロセッサなどの物理資源

を、オペレーティングドメインとの間で移動、削除、追加できます。SMS ソフトウェ
アと異なり、DR 操作は、プラットフォームのシステムコントローラで複数のドメイ
ンに対して実行することも、個々のドメインに直接ログオンして実行することもでき

ます。
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Sun Fire 15K サーバーでの動的再構成は、Sun Enterprise 10000 サーバーの場合よりも
強力で効率的ですが、基本的な概念と操作はほぼ同じです。最も明確な違いの 1 つ
は、Sun Enterprise 10000 サーバーでは複数のコマンドを規定順序で実行しなければ
ならない操作を、Sun Fire 15K では moveboard(1M) などの単一のコマンドを使用し
てバックグラウンドで実行できることです。

システムコントローラにログオンして操作を実行する場合、2 つのサーバー間で構文
は多少異なります。ただし、個々のドメインにログオンして実行する DR 操作は同じ
です。

Sun Management Center ソフトウェア
Sun Fire 15K サーバーの Sun Management Center ソフトウェアは、Sun Enterprise 
10000 サーバーの Sun Management Center ソフトウェアと非常によく似ています。た
だし、次に示す 2 つの重要な違いがあります。

� 2 つのプラットフォームの物理的なアーキテクチャは基本的に異なるため、Sun 
Management Center では、多くのハードウェアコンポーネントについて異なる属
性と値を報告します。これらの属性は、複数の表に別々の名前で表示されます。こ

れらの属性に対するアラームの規則名も異なります。

� 両方のサーバーに備わったプラットフォーム監視機能に加えて、Sun Fire 15K サー
バーの Sun Management Center では、動的再構成などのプラットフォーム管理操
作を実行できます。これらの操作については、『Sun Management Center Sun Fire 
15K システムのための追補マニュアル』で説明しています。

IDN および AP ソフトウェア
Sun Enterprise 10000 サーバーでは、Inter-Domain Networking (IDN) および
Alternate Pathing (AP) の各ソフトウェアを使用できましたが、これらは現行リリース
の Sun Fire 15K サーバーには存在しません。

Sun Enterprise 10000 サーバーソフトウェアの AP 機能は、Solaris オペレーティング
環境に統合されました。
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第 4 章

Sun Fire 15K サーバーの Solaris オ
ペレーティング環境

Sun Fire 15K サーバーは、いくつかの動的システムドメインに分割できます。これら
のドメインは、ドメインに割り当てられるシステムボードスロットに対応していま

す。各ドメインは、ハードウェアパーティションに電気的に分離されるため、あるド

メインで障害が発生しても、サーバー内の他のドメインには影響しません。

Sun Fire 15K サーバーは、そのドメインとシステムコントローラで、Solaris オペレー
ティング環境を実行します。Sun Fire 15K サーバーでは、Solaris オペレーティング環
境の以前のバージョンはサポートされません。

Solaris は、メインフレームオペレーティングシステムに要するコストの数分の 1 で最
高の UNIX クラスの信頼性、可用性、および保守性を提供します。

Solaris オペレーティング環境の利点は次のとおりです。

� 安定性、高い性能、容量、および精度

� 32 ビットおよび 64 ビットのオペレーティング環境
� 使いやすいツール

� 高い品質と信頼性

� 業界標準 API をサポートする統合されたグラフィックス
� 12,000 種を超える最先端の技術および業務アプリケーション
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第 5 章

System Management Services ソフ
トウェア

SMS ソフトウェアは、 Solaris オペレーティング環境を実行する Sun Fire サーバーに
対応しています。また、Solaris オペレーティング環境を実行する Sun Fire 15K ドメイ
ンと互換性があります。SMS ソフトウェアのコマンドは、遠隔から実行できます。 

SMS ソフトウェアを使用すると、プラットフォーム管理者は次の作業を行うことがで
きます。

� ドメイン構成可能ユニット (DCU) を論理的にグループ化してドメインを管理す
る。DCU は、CPU および入出力ボードなどのシステムボードです。ドメインは、
独自のオペレーティングシステムを実行して、独自の作業負荷を処理できます。

� ドメインがマルチユーザーモードで動作している間、ドメインを動的に再構成し

て、現在取り付けられているシステムボードをオペレーティングシステムに論理的

に接続したり、そこから切り離したりできるようにします。システムがマルチユー

ザーモードで動作していても、システムボードがドメインに接続されていなけれ

ば、そのボードを物理的に交換することができます。

� スクリプトを使用してドメインの動的再構成を自動実行します。

� 1 つまたは複数のシステムボードまたはドメインの温度、電流、および電圧レベル
を監視、表示します。 

� プラットフォーム内のコンポーネントへの電力供給を監視、制御します。

� 電源投入時自己診断 (POST) などの診断プログラムを実行します。

さらに、SMS ソフトウェアでは次のことも実行できます。

� 高温状態や電源装置の故障などの切迫した問題を警告します。

� ソフトウェアエラーまたはソフトウェア障害が発生したことを通知します。

� SC 二重構成について単一障害点の有無を監視し、検出された障害条件によって
は、メイン SC からスペア SC への自動フェイルオーバーを実行します。
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� パニックなどのシステムソフトウェア障害の後、ドメインを自動的に再起動しま

す。

� SC環境とドメイン間の対話のログを維持管理します。
� Sun Fire 15K デュアル電源グリッドオプションをサポートします。

SMS ソフトウェアを使用すると、ドメイン管理者は次の作業を行うことができます。

� ドメイン構成可能ユニット (DCU) を論理的にグループ化してドメインを管理す
る。DCU は、CPU および入出力ボードなどのシステムボードです。ドメインは、
独自のオペレーティングシステムを実行して、独自の作業負荷を処理できます。

� 管理者が特権を持つドメインを起動します。

� 管理者が特権を持つドメインを動的に再構成します。これにより、ドメインがマル

チユーザーモードで動作している間、現在取り付けられているシステムボードをオ

ペレーティングシステムに論理的に接続したり、そこから切り離したりできます。

� スクリプトを使用して、管理者が特権をもつドメインの動的再構成を自動実行しま

す。

� 管理者が特権を持つ 1 つまたは複数のシステムボードまたはドメインの温度、電
流、および電圧レベルを監視、表示します。 

� 管理者が特権を持つ電源投入時自己診断 (POST) などの診断プログラムを実行しま
す。

Sun Fire 15K SMS ソフトウェアの現リリースには、次の機能があります。

� 動的システムドメイン (DSD) 構成
� 構成済みドメインサービス

� ドメイン制御機能

� ドメインステータスレポート

� ハードウェア制御機能

� ハードウェアステータスの監視、レポート、および処理

� ハードウェアエラーの監視、レポート、および処理

� システムコントローラ (SC) のフェイルオーバー
� 構成可能管理特権
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システムアーキテクチャー
SMS ソフトウェアは、分散クライアントサーバーアーキテクチャーを採用していま
す。init(1M) がまずプロセス ssd(1M) を起動、あるいは必要に応じて再起動しま
す。ssd は、他のすべての SMS プロセスを監視して、必要に応じてそれらを再起動
します。

Sun Fire 15K プラットフォーム、SC、およびその他のワークステーションは、
Ethernet で互いに通信を行います。SMS 操作は、ローカルエリアネットワークの別の
ワークステーションから SC に遠隔ログオンした後、SC コンソールにコマンドを入力
して実行します。プラットフォームの監視やプラットフォームの制御などの SMS 操作
を実行する場合は、適切なプラットフォームまたはドメイン特権を持つユーザーとし

てログインする必要があります。 

デュアルシステムコントローラボードは、Sun Fire 15K プラットフォーム内でサポー
トされます。1 つのボードは一次、またはメインシステムコントローラボードに指定
され、もう 1 つのボードはスペアシステムコントローラボードに指定されます。メイ
ンシステムコントローラに問題が発見されると、フェイルオーバー機能によってスペ

アシステムコントローラに自動的に切り換えられます。

SMS 管理環境
Sun Fire 15K での管理作業は、グループ特権要件によって保護されています。SMS は
インストール時に、次の UNIX グループを /etc/group ファイルに設定します。 

� platadmn はプラットフォーム管理者を示します。
� platoper はプラットフォームオペレータを示します。
� platsvc はプラットフォーム保守を示します。
� dmn[A...R]admn - ドメイン [domain_id|domain_tag] は、使用可能な 18 のドメイ
ンのうちの 1 つの管理者を示します。

� dmn[A...R]rcfg - ドメイン [domain_id|domain_tag] は、使用可能な 18 のドメイ
ンのうちの 1 つの構成者を示します。
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管理ネットワーク
システムコントローラの主要機能の 1 つは、Sun Fire 15K プラットフォームとそのド
メインに管理サービスを提供することです。Sun Fire 15K 管理ネットワーク (MAN) 
はハードウェアとソフトウェアの組み合わせであり、このような管理サービスを提供

するためのネットワークアーキテクチャーとなります。

管理ネットワークが提供する主なサービスは次のとおりです。

� ドメインコンソール

� メッセージログ

� 時間同期

� 動的再構成

� ネットワーク起動と Solaris のインストール
� システムコントローラハートビート

管理ネットワークへのアクセスは、プラットフォームの SC とドメインに限定されま
す。外部の IP トラフィックを管理ネットワークで経路指定することはできません。

詳細について
SMS ソフトウェアの詳細が記載されたマニュアルについては、 6 ページの「SMS ソ
フトウェアに関する情報」 を参照してください。
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第 6 章

Sun Fire 15K サーバーの動的再構成
ソフトウェア

Sun Fire 15K サーバーで実行される動的再構成ソフトウェアを使用すると、コン
ピュータを停止せずに、Solaris オペレーティング環境を実行するライブドメインの
ハードウェア構成を変更できます。 

DR 操作は、SC または個々のドメインから実行できます。

DR 操作は、SC から addboard(1M)、moveboard(1M)、deleteboard(1M)、およ
び rcfgadm(1M) などの SMS コマンドを使用して実行できます。

動的再構成 (DR) ソフトウェアを使用すると、サーバーを停止せずにシステムボード
をホットスワップすることもできます。これは、障害の発生したシステムボードの資

源の構成をドメインから解除して、システムボードをサーバーから切り離せるように

するために使用されます。修理されたボードまたは交換用ボードは、Solaris オペレー
ティング環境の実行中にドメインに挿入できます。

動的再構成 (DR) ソフトウェアは、ボードが装着されると、その資源を構成してドメ
インに組み込みます。DR 機能を使用してシステムボードまたはコンポーネントを追
加または削除した場合、そのボードまたはコンポーネントは常に既存の構成状態のま

まになります。

コンポーネントのタイプ
DR ソフトウェアを使用すると、いくつかのタイプのコンポーネントを追加または削
除できます。

� cpu は個々の CPU を指します。
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� memory は、ボード上のすべてのメモリーを指します。
� pci はすべての入出力デバイス、コントローラ、またはバスを指します。

システムボードスロットと論理ドメイン
Sun Fire 15K のドメイン構成は、SC に格納されているプラットフォーム構成データ
ベース (PCD) 内のドメイン構成によって決定されます。PCD は、システムボードス
ロットを論理的に複数のドメインに分割する方法を指定します。ドメイン構成とは、

意図されたドメイン構成を表します。したがって、構成には空のスロットと装着済み

のスロットが含まれます。

物理ドメインは論理ドメインによって判別されます。論理ドメインとは、ドメインに

属する一連のスロットをいいます。物理ドメインとは、物理的に相互接続されたボー

ド群のことです。スロットは、物理ドメインの一部にならずに論理ドメインの一部に

なれます。

特定のドメインで使用可能なスロットの数は、システムコントローラで保持される使

用可能コンポーネントリスト(ACL) によって指定されます。スロットをドメインに割
り当てるか、使用可能にしてからでないと、cfgadm(1M) コマンドを使用してその状
態を変更することはできません。 

ドメインに割り当てられたスロットはそのドメインでは表示されますが、他のドメイ

ンからは使用できず、かつ表示されません。逆に、スロットを別のドメインに割り当

てて接続するには、あらかじめそのスロットを元のドメインから割り当て解除し、切

り離しておく必要があります。

ドメインが起動した後、システムボードと空のスロットを論理ドメインに割り当てる

か、または割り当てを解除できます。ただし、オペレーティングシステムから要求が

あるまでは、これらスロットを物理ドメインの一部にはできません。 

どのドメインにも割り当てられないシステムボードスロットは、すべてのドメインで

使用できます。プラットフォーム管理者はこれらのボードをドメインに割り当てるこ

とができます。ただし、使用可能コンポーネントリストを SC に設定すると、適切な
特権を持つユーザーが、使用可能なボードをドメインに割り当てることができます。



第 6 章　Sun Fire 15K サーバーの動的再構成ソフトウェア　21

DR 管理モデル
使用可能コンポーネントリストは、ユーザー名とグループ識別子に基づき、実行でき

る管理作業を決定します。たとえば、プラットフォーム管理者は、ドメインでのボー

ドの割り当てと割り当て解除のほか、ボードの追加、削除、または移動を行うことが

できます。ただし、ドメイン管理者やドメイン設定者は、ドメインでのボードの割り

当てまたは割り当て解除を行うことはできません。

SC 状態モデル
Sun Fire 15K SC では、ボードは次の 4 つの状態のいずれかにあります。unavailable 
(使用不可)、available (使用可能)、assigned (割り当て済み)、または active (アクティ
ブ)。showboards(1M) コマンドを使用すると、特定のボードの状態を表示できま
す。ただし、指定したドメインに対する適切な特権が必要です。ドメイン管理者は、

unavailable (使用不可) の状態のボードを表示できません。プラットフォーム管理者だ
けがシステムのすべてのボードを表示できます。

SC 上のボードの状態を示す名前とともにその内容を以下で説明します。SC 上のボー
ドの状態は、ドメイン上のボードの状態とは異なります。

unavailable (使用不可)
ボードはドメインに対して使用不可 (unavailable) です。つまり、指定されたドメイン
の使用可能コンポーネントリストにこのボードは追加されていないか、または現在別

のドメインに割り当てられています。使用可能コンポーネントリストにないボードは

ドメインには表示されません。unavailable 状態のボードは、指定されたドメインの一
部とはみなされません。
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available (使用可能)
ボードはドメインに追加することが可能な (available) な状態です。つまり、ボードは
ドメインの使用可能コンポーネントリスト (ACL) に含まれています。ボードは任意の
数のドメインに使用できます。available 状態のボードは、論理ドメインの一部とみな
されます。

assigned (割り当て済み)
ボードはドメインに割り当て済み (assigned)です。つまり、ボードはそのドメインの
使用可能コンポーネントリストにあり、かつ他のドメインには使用不可の状態です。

assigned 状態のボードは、物理ドメインの一部とみなされます。

active (アクティブ)
ボードは接続されているか、またはボードは接続および構成されて Solaris オペレー
ティング環境に組み込まれていて、オペレーティングシステムで使用できる状態にあ

ります。active 状態のボードは、物理ドメインの一部とみなされます。

入出力ボードでの DR
入出力デバイスを搭載したシステムボードを追加または削除するときは、注意が必要

です。入出力デバイスを搭載したボードを削除するには、まずそのデバイスをすべて

閉じ、そのファイルシステムをすべてマウント解除する必要があります。

入出力デバイスを搭載したボードをドメインから一時的に削除し、再度追加してから

入出力デバイスを搭載した別のボードを追加する場合、再構成は不要です。この場

合、ボードデバイスへのデバイスパスはそのままです。ただし、入出力デバイスを搭

載した別のボードを追加してから、最初のボードを元に戻した場合は、最初のボード

上のデバイスへのパスが変更されるため、再構成が必要です。
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自動 DR
自動 DR を使用すると、ユーザーの介入なしにアプリケーションが自動的に DR 操作
を実行できます。この機能は、Reconfiguration Coordination Manager (RCM) と 
sysevent システムイベント機能を含む拡張 DR フレームワークによって提供されま
す。RCM を使用すると、アプリケーション固有のロード可能なモジュールでコール
バックを登録できます。これらのコールバックは、DR 操作前の準備タスク、DR 操作
中のエラー回復、または DR 操作後のクリーンアップなどの操作を実行します。

システムイベントフレームワークでは、アプリケーションは事前にシステムイベント

を登録しておくことで、これらについて通知を受け取ることができます。自動 DR フ
レームワークは RCM およびシステムイベント機能を使って、アプリケーションが、
リソースの構成解除前に自動的にそれらを解放したり、新しいリソースがドメインに

構成されたときに自動的に獲得できるようにします。

自動 DR フレームワークは、cfgadm(1M) コマンドを使用してドメインからローカル
に、または SC から使用できます。ドメインでローカルに開始された自動 DR 操作は
ローカル自動 DR と呼ばれ、SC から開始された自動 DR 操作はグローバル自動 DR と
呼ばれます。グローバル自動 DR 操作には、あるドメインから別のドメインへのシス
テムボードの移動、ホットスワップされたボードのドメインへの組み込み、およびド

メインからのシステムボードの削除が含まれます。

詳細について
動的再構成ソフトウェアの詳細が記載されたマニュアルについては、 7 ページの「動
的再構成 (DR) ソフトウェアに関する情報」 を参照してください。
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第 7 章

Sun Fire 15K サーバーの Sun 
Management Center ソフトウェア

Sun Management Center ソフトウェアは、単体システムから多数のサーバーおよびデ
スクトップシステムまでに対応した最新の管理ソフトウェアで、異種のシステムが混

在している IT 環境に簡単に統合することができます。Sun Management Center ソフ
トウェアは、オープンで拡張可能なシステム監視および管理アプリケーションで、

Java™ ソフトウェアと SNMP を使用して、Sun 製品とそのサブシステム、コンポー
ネント、および周辺装置の包括的な企業規模の管理を可能にします。

Sun Management Center は、Sun システムと記憶装置、Solaris オペレーティング環
境、および Solaris オペレーティング環境で実行されるアプリケーションを対象とする
単一の管理拠点になります。Sun Management Center ソフトウェアには、パフォーマ
ンスを最適化し、アプリケーション利用度を向上させて、IT 環境を管理しやすくする
ための監視機能と管理機能が備わっています。

Sun Management Center の Sun Fire 15K 
追加ソフトウェアパッケージ
Sun Fire 15K 追加ソフトウェアパッケージは、Sun Fire 15K プラットフォームとドメ
インをサポートします。Sun Fire 15K プラットフォームでは、ハードウェア構成情報
が両方のシステムコントローラと、個々の Sun Fire 15K プラットフォームドメインに
置かれます。Sun Fire 15K システムのハードウェア構成情報の提供、プロセス監視、
および管理操作は、Sun Fire 15K エージェントモジュールによって行われます。
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Sun Management Center ソフトウェアには、Sun Fire 15K サーバーを監視して管理す
るために使用できる唯一のグラフィカルユーザーインタフェース (GUI) が備わってい
ます。Sun Management Center ソフトウェアは、ほとんどの企業管理ソフトウェア
パッケージと自由に統合することができます。

Sun Management Center ソフトウェアの
主要な機能
� 多数の Sun システムを管理
� 3 層アーキテクチャーによって単一の管理拠点を実現
� Java GUI が共通の画面表示と操作方法を提供
� Sun 以外の主なベンダーのシステムとの統合により、企業規模の異機種システム混
在環境に対応

� Sun Management Center 開発環境 によってカスタマイズされたモジュールの作成
および変更が可能 

Sun Management Center ソフトウェアの
新機能
� オブジェクトのグループ化によって、一連の管理対象オブジェクトを簡単に定義し

て複雑なタスクを起動可能

� 拡張アラーム管理と障害予測分析によってシステムの可用性を強化

� 包括的なオンラインハードウェア診断テストによって、システムに影響を与える可

能性がある障害を特定

� Web ベースのインタフェースによって管理を簡略化
� GUI モジュールビルダーが、カスタムモジュールを開発するための強力かつ使いや
すいインタフェースを提供

� 新しいフィルタ機能によって、多数のオブジェクトやノードを持つシステムであっ

ても迅速に問題を特定

� 確実な管理制御方式により、使いやすい GUI を用いた動的再構成とドメイン管理
を実現
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Sun Management Center ソフトウェアの
価格
Sun は Sun Management Center ソフトウェアの基本機能パッケージを無料で提供して
おり、Web ページからダウンロードできます。このパッケージを使用すると、多数の
ノードを管理できるだけでなく、Sun Fire 15K サーバーの監視と管理を行うこともで
きます。

Advanced Systems Monitoring および Premier Management Applications は、ノード
または Solaris イメージごとにライセンスが与えられます。

詳細について
Sun Management Center の詳細が記載されたマニュアルについては、7 ページの
「Sun Management Center ソフトウェアに関する情報」 を参照してください。
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